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要　旨

2017 年 7 月 5 日に発災した九州北部豪雨において，
福岡県朝倉市の森山内科が断水のために入院透析患者
10 名を除く 69 名の外来透析患者を周辺の 12 施設に
転院せざるをえなくなった．福岡県透析医会では森山
内科と頻回に連絡を取り合い，さらに日本透析医会災
害時情報ネットワーク・厚生労働省健康局がん・疾病
対策課・福岡県庁医療指導課・福岡県医師会とも情報
共有をおこない，スムーズな患者転院，迅速な給水に
貢献できたと思っている．ひとえに，日頃の行政との
連携，日本透析医会災害時情報ネットワークの使用訓
練が役に立っているものと考える．

1　繰り返す洪水の歴史

坂東太郎・筑後二郎・吉野三郎をご存知だろうか？
それぞれ 利根川・筑後川・吉野川の俗称で，日本

の三大暴れ川と言われている．その筑後川流域のなか
でも特に朝倉地区ではこれまでも何度となく洪水被害
にあっている．西日本新聞社の記事によれば，朝倉市
宮野の南淋寺の蔵書のなかに，約 300 年前の水害被害
についての記録が残っているとの事である．

災害史が専門の九州大学西山浩司助教は「過去に目
を向け，災害のリスクを住民が認識することが減災へ
の出発点だ」と述べている．一方，国土交通省九州地
方整備局筑後川河川事務所にも繰り返す水害被害の記
録が多数残っている．そもそも筑後川は上流域の河床

が急勾配であるのに対して，中下流域の河床はきわめ
て緩く，氾濫をおこしやすい川なのである．

2　天気概況

これまで福岡県内で 1 日で 250 mm を超える雨量を
記録したのは過去 12 回報告されている．2003 年 7 月

（飯塚：267 mm，太宰府：315 mm），2007 年 8 月（英
彦 山：316 mm），2009 年 7 月（飯 塚：289.5 mm，九
千部山：309.5 mm，太宰府：277.5 mm，頂吉：266.5 

mm），2012 年 7 月（添田：279 mm，黒木：415 mm），
2013 年 8 月（大 宰 府：262 mm），2016 年 6 月（大 牟
田：300 mm），2017 年 7 月（朝倉：516 mm）（森山内
科森山智文先生の資料より）．

以上により，今回の雨量が類を見ないものであった
ことがわかる（図 1）．

3　福岡県透析医会の会員構成

福岡県透析医会の会員構成とブロック分け（図 2）
は以下である．

会員：196 名
役員：会長 1 名　副会長 3 名　理事 24 名　監事 2

名　顧問 6 名
福岡・筑後ブロック（担当副会長 2 名）：64＋30 施設
北九州・筑豊ブロック（担当副会長 1 名）：41＋15

施設
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4　福岡県透析医会の対応

福岡県透析医会では被災病院の情報収集，周辺の透
析施設の支援可能情報収集を頻回に行い，日本透析医
会災害時情報ネットワーク，厚生労働省健康局がん・
疾病対策課，福岡県庁医療指導課，福岡県医師会と情
報共有を行った．

以下に，時系列に添って対応を記す．

7 月 5 日（水）

・19 時 32 分
福岡県内に土砂災害警報が出された事により，会員

全員に災害対策委員より ALL メールを送信．

・20 時 35 分
日本透析医会災害時透析医療対策委員からのメール

着信

図 1　九州北部豪雨の降水量

図 2　福岡県透析医会ブロック分け
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平成 29年 7月 5日　20時 35分　着信

　　災害時情報ネットワーク、森上です。
本日、福岡県筑豊・筑後地方および大分県全域に大雨特別警報が発令されま
した。現在もかなりの降水量ですが、今夜にかけてさらに降水量が増えるも
のと予想されています。
透析関連施設におきましても、十分な対応をお願いいたします。
また、御施設または周辺の施設に被害等ございましたら、このメーリングリ
ストに情報送信いただきますようお願いいたします。

� 日本透析医会災害時透析医療対委員会　　　　
� 災害時情報ネットワーク　　　　　　　　　　
� 森上辰哉

・20 時 38 分
災害時情報ネットワークで発信

平成 29年 7月 5日（水）　20時 38分　日本透析医会災害時情報メールで発信

福岡県透析医会会長の百武です。
20時現在被害報告はありませんが、久留米市全域に避難指示が出ております。
患者移送が必要な場合、福岡県透析医会が受入先を紹介がする予定です。
（福岡市、筑紫野市で受ける予定です）

・21 時 55 分
福岡県医師会より電話着信

平成 29年 7月 5日（水）　21時 55分　福岡県医師会より着信

　朝倉市杷木町　森山医院にて床下浸水あるものの透析は可能

・22 時 03 分
災害時情報メールで発信

災害対策委員各位
お疲れ様です。
県医師会より連絡がありまして、杷木の森山内科では床下浸水しているそうで
すが、今のところ透析は可能とのことです。不能になった場合は朝倉医師会病
院に引き受けてもらえるそうです。

� 福岡県透析医会会長　　　百武　宏幸　拝

7 月 6 日（木）

・午前 1 時 33 分
森山内科より災害時情報ネットワークに報告あり．

・7 時 35 分
福岡県医師会に電話報告
・7 時 40 分
森山内科に電話連絡．現時点で 10 名と連絡取れず

との報告を受ける．
・7 時 50 分
福岡県庁医療指導課に現状報告（10 名の患者さん

と連絡が取れない）
・7 時 55 分
同様に厚生労働省健康局がん・疾病対策課へ現状報

告
・7 時 58 分
満生副会長より会長・副会長・災害対策委員メール

着信

災害対策各位   現況報告します。

午前 7時 30分　森山内科より相談あり   停電なし、断水あり
朝倉水道局より受水槽注水してもらい、透析可能
本日 3時間ほど予定ただし、排水に関し、目前の河川へ
の流入となり逆流の懸念もあるが、業者と調整中問題は、
連絡不能患者あり

昨日　夜間 2名未施行：
1名：連絡可能で本日何とか来院するつもり
1名：東峰村在住で連絡不能

本日　午前透析 22名予定中、連絡不能 4名
　　　午後透析 11名予定中、連絡不能 6名
　　　（この中に東峰村 2名含む）
　　　この連絡不可能患者の対応につき相談あり。
　　　以上の内容、百武会長と協議中。

・8 時 20 分
会長・副会長・災害対策委員メール発信

災害対策委員　各位
杷木の森山医院に連絡し今朝の状況を教えてもらいました。
現在、午前透析の東峰村在住の 2名と朝倉市黒川 1名と朝倉市把木 1名の計 4
名と午後透析の 6名と連絡がとれないそうです。
県庁医療指導課に報告して、対処法を相談しております。

・8 時 49 分
災害時情報メールにて発信

福岡県透析医会の百武です。

今朝時点で、福岡県透析医会に被害の届け出があった 1件の報告です。
朝倉市杷木町　森山内科医院　透析自体可能だが、維持透析患者10名と連絡不能
県庁医療指導課に報告し対処法を相談しております。

� 福岡県透析医会会長　　　百武　宏幸　拝

・9 時
福岡県透析医会より災害時情報ネットワークの回覧

板へ配信

福岡県透析医会会員各位
昨日来の大雨の被害調査をいたしますので、
アンケートにご返信お願いいたします。

1）メールを受信したすべてのアドレスから返答できます。
2）最新の返答が登録されます。
3）緊急時以外は、原則、各施設代表がご返答ください。
4）閲覧ソフトで警告メッセージが出ることがありますので、
　 その際は PC端末から閲覧を継続してください。
　 （災害情報ネットワークへ対応依頼中）
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質問 1　施設代表者ですか　　はい　いいえ

質問 2　透析不可ですか　　　はい　いいえ

質問 3　連絡不可の患者がありますか　はい　いいえ

質問 4　透析医会の支援が必要ですか　はい　いいえ

質問 5　行政または水道事業者に支援を依頼しましたか
� 　依頼した　依頼していない

以上
� 福岡県透析医会　災害対策委員長　田中秀欣  　　
� 門司港腎クリニック  　　　　　　　　　　　
� 〒801-0852　北九州市門司区港町 1番 20号
� TEL　093-322-3551  　　　　　　　　　　
� FAX　093-322-3550  　　　　　　　　　　

・10 時
連絡不通の患者さんのうち 5 名と連絡がとれる

7 月 8 日（土）

・15 時 32 分
森山内科より FAX 受信

7 月 28 日（金）

・14 時 49 分
災害時情報メールへ発信

福岡県透析医会会長の百武です。
当会災害対策委員長の田中先生よりの報告をお知らせします。
九州北部豪雨被災施設情報です。
森山内科　森山先生に電話でお伺いしました。
29日土曜から水道給水開始予定。
29日まで自衛隊給水下で透析を実施。
29、30日で給水再開対応を行い、
31日から通常通りに透析再開予定です。
今回は、依頼透析だけでしたが、
日頃から、近隣施設と交流があり、スムーズに依頼できました。
とのことです。

以上、ご報告いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　田中秀欣

5　森山内科の対応

水害発生当日から回復するまでの森山内科の対応を，
時系列にそって以下に記す．

7 月 5 日（水）（水害発生当日）

［夕方］
・17 時すぎ断水発生．周辺が断水しているとの情

報が入る．
・午後，夜間の患者さんで帰宅できない人は病院に

宿泊した（透析室や更衣室を使用）．職員も何人
か帰れずにスタッフルーム，透析室，当直室に泊
まる．食事は厨房に頼んでいた人以外には，院長
より買出し費用をもらい，パンなどを購入し各自
に支給．

・外来患者さんで帰れなくなった人は病室を利用し
宿泊してもらう．今回，入院扱いにはせずに，ベ
ッド代 50 円/日と外来のカウントで食事を提供
する（後日，落ち着いてから請求をかけた）．

［夜間帯（21：00～21：30 頃）］
・朝倉市水道課へ連絡し給水依頼する．2.5 t が最大

量．夜間帯に 2 回，翌朝 1 回給水してもらう．道
路状況悪く，通常往復 1 時間程度の距離だが 2 時
間半以上かかった．

・当院の現状報告，機械の運転について（手動での
洗浄切替，洗浄時間の調整など）の相談，助力依
頼等でアステム（ユニファ）・ITI へ連絡する．

7 月 6 日（木）

［深夜帯］
・事務が日本透析医会災害情報ネットワークへアク

セスし，当院の状態を記載する．透析事務マニュ
アル「日本透析医会　災害情報ネットワークの使
い方」を参照した．その後，折り返しの連絡が無
いか夜間帯に何度か確認を行う．

［午前中（10：00 頃）］
・受水槽が渇水となる．
・水道課からの給水は道路状況的に困難（往復 2 時

間半）．透析をしていた患者さんは短時間で終了
する．午後の透析も不可と判断し，外来透析患者
さんはすべて転院透析に変更してもらい，この後
は入院患者さん（10 名）のみを当院で透析する
こととした．院長へ転院依頼の許可をもらい，職
員で患者さんと病院へ連絡を行った．今回，看護
師が各病院への割振りと依頼の電話，事務は書類
作成と手分けして取り組んだ．具定的な作業の内
容，判断基準等を図 3 に示す．
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○ 1 　病院へ臨時透析を何人受入れてもらえるか，いつまで受入れ可能か連絡を取り，その情報を元に誰を
どの病院に振分けるか検討し，相手先に依頼する．転院先病院の決定は次の判断基準を用いた．

☆判断基準☆
①　年齢・ADL の自立具合．高齢者，家族に送迎してもらっている人はなるべく近場に割振る．
②　受診歴のある病院
③　道路が寸断されている場合，迂回していける病院．小石原の患者さんは連絡が取れなかったため，東

峰村包括支援センターの職員さんと電話でやり取りし，協力して対応した（東峰村は停電していた．ド
コモ携帯は不通，au のみ連絡可能だった）．

④　夜間の患者さんは，職場または自宅近くで開始時間が都合にあう病院．
注意 1. 通常その病院で行っていない透析のクールに依頼をしてはいけない．
　　今回，うすい内科が火木土の午後に臨時透析を引き受けてくれた．しかし，後日，院長からうすい内

科は火木土午後は透析していないから調整をするよう指示された．
注意 2. 飯塚病院は基本的に臨時透析を受付けない．今回は福岡透析医会からも依頼してもらい受け入れて

もらえた．
○ 2 　受入れ先が決定したら，患者さんへ連絡する．
　　　手紙は FAX 送信と郵送で準備するので，患者さん達は直接病院へ行ってもらうよう伝えた．
○ 3 　職員間での情報共有のために，月水金・火木土ごとに用紙を準備し，受入れ先の病院が決まったら患

者さんのマグネットをホワイトボードに貼っていく．（透析変更，他院受診のマグネットをすべて裏の
掃除用具ロッカーに移して場所を確保する．これ以降，情報は直接この用紙に書き込んでいった）

○ 4 　看護添書等の転院の書類を準備する．
通常の転院時と同様の書類を準備する必要があったが時間がかかるため，下記の様に対応した．

・添書の代わりに，災害時連絡カードを更新し，A4 サイズで印刷したものと処方箋のコピーを送る．通
常このカードの注射欄には ESA 製剤しか記載していないが，今回は添書代わりのためにすべての注射
薬剤を書き込み，後日の更新時に元の形式に戻すようにした．（最初は看護師さんが添書の原本コピー
に記入していたが，時間がかかるため変更した）

・保険証，障害者手帳のコピーを準備した．医療証がない人や生活保護の人は相手先がわかるように注
意書きをした．（病院によっては更生医療も FAX するよう依頼があった）

・紹介状の文面は「このたびは臨時透析をお引き受け頂きありがとうございます ･･･」と簡単な内容でよ
く，院長サインは不要．
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・入院患者さんの透析については，朝倉市水道課よ
り給水してもらえ，入院患者さんのみ引き続き当
院で透析を行った．

7 月 11 日（月）以降の転院先は以下である．
・うすい内科循環器科：16 名
・朝倉健生病院：13 名
・久留米大学病院：12 名（うち入院腎臓内科 4 名・

他科 1 名）
・古賀病院 21：11 名（うち入院 10 名・夜間 1 名）
・田主丸中央病院：5 名
・栗林泌尿器科：5 名
・中川泌尿器科：2 名
・日田中央病院：2 名
・山下泌尿器科：1 名
・朝倉医師会病院：1 名
・飯塚病院：2 名（入院 1 名）
・聖マリア病院：1 名（入院 1 名）
※他森山内科入院透析（10 名）

7 月 7 日（金）～

朝倉市からの給水が対応困難との事で，自衛隊から
の給水に変更となる．

自衛隊の給水を節約するため，以下のように対応し
た．

・使用できるトイレ・洗面所を制限する．使わない
場所は水道の元栓を閉めておき，使用禁止の貼紙
をした．

・被害を受けていない職員は，自宅より水を汲んで
きて手洗い用などに充てた．

・佐藤自動車の井戸水を分岐して分けてもらい，ト

イレ・風呂・厨房の洗い物などの生活水に使用し
た．

7 月 13 日（木）～

午前透析を再開した．
自衛隊から給水を 1 日 3～5 回行ってもらい，入院

患者さんの透析を順調に行えたため，外来の午前透析
も再開する．ただし，①一律 4 時間透析，②延長不可，
③ベッド変更の可能性がある，④食事無し，でもいい
か確認して納得した人のみ受け入れる．

具体的な作業の流れ，方法について図 4 に示す．

7 月 25 日（火）～

午後透析を再開した．
午後透析を再開するようになるが，最終給水の関係

で 17 時までには透析を終了しないといけなかったた
め，全体の勤務時間，透析開始時間を早めて対応した．

8 時から透析開始するための勤務時間変更は以下と
なった．

・透析職員全体（早上がり）　――　7：50 出勤（事務
の早出も同じ）

・日勤者　――　8：00 出勤
・男性の早出　――　7：30 出勤（給水立あいのため）
午前透析のみの場合，午後透析が早く終わった場合

は病棟・外来など最低人数を確保し，その他の職員は
有給を使うなどして早退した．

7 月 26 日（水）～

夜間透析を再開した．
給水が航空自衛隊から陸上自衛隊に変更となった関

FAX 送信がひと段落したら，清書して郵送した．ただし看護添書に打ち直すのはかなりの時間がかかった
ため，先に準備した災害連絡カードをそのまま郵送した．

※臨時透析先を決めたが，後日都合が合わないなど患者さんから連絡があった場合はなるべく希望にそえ
るところへ変更した．

（患者さんと連絡が取れない，孤立しているのが分かった場合）
当院は患者さんの氏名，住所の情報提供をし，その後は透析医会が行政と連絡を取り合い手配をする．流

れとしては
当院→透析医会（今回担当：百武先生）→県庁医療指導課→地域災害対策本部→保健所・自衛隊⇒救助活動
今回，5 名患者さんの救助を依頼した．またそのうちの 1 名が中 2 日空きとなっていたために優先的に救助

してもらい，透析してもらうように連絡した．

図 3　転院手続にあたっての具定的な作業内容
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係で，最終の給水がさらに遅い時間に来てもらえるよ
うになった．そのため，夜間透析をすることとなった．
さらに透析時間を一律 4 時間から通常の時間へ戻した．
しかし，最終の給水が 23 時であり，給水の立あいに
ついては，男性職員は早出もあるため夜間まではでき
ないと伝え，院長のみが立ち会うこととなった．しか
し，最終の給水を 22 時にできるよう，日中の給水を
調整し，院長の立ち合いは不要となった．

7 月 28 日（金）

水質の安全宣言が発表される．
役場より，浄水場の運転が再開し水道水を使用でき

るようになり，自衛隊の給水が終了との連絡がくる．
ただし，水道水の使用に切り替えて透析がきちんと行
えるか試してみないといけないため，水道局に連絡し，
水道水で透析できない場合を想定して自衛隊に待機し
てもらいたい旨を伝える．午後より No. 1，No. の受

図 4　透析再開にあたっての作業基準・作業の流れ

○ 1 　呼び戻す場合の流れ
1. 本人へ意思確認→2. 院長より患者さんの受け入れ先病院の先生へ連絡→3. 職員より相手先の透析室へ

連絡→4. 再開準備
○ 2 　当院再開者の選択基準
臨時透析先が遠い人，高齢の人，送迎を家族が行っている人．（臨時透析を入院で受け入れてもらっている

人は後回しとする）
誰がいつから再開か情報共有のために表を作成．

マグネットでもその日の再開者が分かるように分けて掲示する．

○ 3 　午前透析再開のための機械調整
給水に頼った透析なので，以下のように水の使用量を抑えるよう調整した．
　①　コンソール洗浄の流量を 500 ml/min→300 ml/min に設定
　②　RO 装置の回収率を 60％→64％ に上げる
　③　セントラルの透析液作成時間の調整
　④　送液信号断時，ECUM へ自動切替へ設定
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水槽を先に排水し，市水へ切り替える．無事に切り替
えができたため，結局，自衛隊には出動してもらわな
くてすんだ．

7 月 30 日（日）

No. 3 の受水槽の水の入れ替えのため，男性職員が

出勤する．8 月 2 日，災害時情報ネットワークで発信．

6　被災写真

森山智文先生提供による写真を掲示する．

7 月 14 日　飛行機より（朝倉市杷木地区）

森山内科

杷木浄水場

赤谷川

白木谷川

杷木 IC

森山内科

杷木浄水場

水害後の杷木浄水場

朝倉市杷木久喜宮・浜川地区（高速杷木 IC 付近）

朝倉市杷木久喜宮・浜川地区

朝倉市杷木松末・星丸地区
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7　考　察

冒頭で述べたように，歴史的にみてもこれまで何度

も洪水被害を繰り返しているのにもかかわらず，多く
の住民は今回のような激甚災害は予想していなかった
ようである．しかしながら，行政の対応はかなり変化
してきているように思われた．東北大震災以来，福岡
県では 2 年前の低温での水道管破裂による断水や，熊
本地震といった災害を経験し，行政のほうでも透析施
設での水確保がいかに重要かを理解してもらえ，対応
が著明に迅速になってきている．

福岡県透析医会では，日頃より県庁医療指導課や県
医師会と連携をとっており，今回の豪雨災害において
も情報共有を頻回に行い，連絡が取れない患者への対
応に尽力してもらったり，水道局や自衛隊への給水依
頼がスムーズに行われるなどの成果を上げている．ま
た，厚生労働省健康局がん・疾病対策課とも直接連絡
を取り合い情報共有に務めることができた．

さらに，その地域地域での透析施設間の連携が確立
されており，今回の被災においても，ほとんどの依頼
透析は森山内科より周辺の透析施設に直接行われたも
のである．森山内科ではスタッフ間の情報共有がしっ
かり行われていて，依頼透析の患者の受け渡しにおい
ても，非常にスムーズに行われたことは称賛に値する
ものである．

近々起こるであろうと言われている東南海地震にお
いては，九州・沖縄 8 県が一つになり対応していかね
ばならないと考えている．福岡県透析医会はこれから
も災害対策を重要な課題の一つとして活動していきた
いと思っている．

今回，情報共有をおこなった部署は以下である．
①　日本透析医会災害時情報ネットワーク
②　厚生労働省健康局がん・疾病対策課
③　福岡県庁医療指導課
④　福岡県医師会
⑤　森山内科
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朝倉市杷木久喜宮・浜川地区

土砂に埋もれた森山内科職員駐車場

森山内科・職員駐車場　奥の倉庫
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